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学校番号 1203 

令和５年度 総合科 

 

教科 総合 科目 
言葉と文化 B 単位

数 
２単位 年次 ２年次 

使用教科書 なし 

副教材等 なし 

 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 本授業では、外国にルーツのある生徒を対象として、日本で生活するうえで欠かせない日本語

の上達および学習の際に使用するより複雑な日本語の理解、また母文化の継承をめざして学習し

ていきます。決まった教科書等は使用せず、複数のテキストを貸し出す形で幅広い学習をしてい

きます。教員は複数体制で行うため、教員によって違うテキストや授業展開になることがありま

す。 

 

 

２ 学習の到達目標 

 現在の日本語の言語運用能力の向上および母文化の継承をめざします。 

（１）日本語の語彙を増やし、より円滑にコミュニケーションをとれるようになる。 

（２）日本語で書かれている文章を理解し、自分の考えを日本語で書き伝えることができる。 

（３）母語を保持し、母文化への理解を失わずに日本でも母文化を伝えることができる。 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

日本語の単語を理解し、適

切に使用できる。 

ひらがな・漢字・カタカナの

使い分けを行い、正しく書

くことができる。 

敬語や熟語などの普段使わ

ない言い回しの知識を持

ち、使い分けることができ

る。 

教員やクラスメイトの発言

を聞き取り、適切に判断した

上、自らの考えを日本語で伝

えることができる。 

母文化について理解してい

ることを、文化の違いを考え

た上で工夫して表現できる。 

場面や場所に合わせた適切

な言葉遣いをすることがで

きる。 

日本語運用能力を上達させ

ようと積極的に授業に取り

組もうとしている。 

自らの言語運用のミスを改

め、より適切な表現を使おう

と改善する姿勢を持ってい

る。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

一

学

期 

語

彙 

日常的に使う言葉から、

フォーマルな場面で使

う言葉まで、幅広い語彙

を学習する。同時に書き

取りも行う。 

a:漢字などを適切に使い分

けて表記することができる。 

ｂ：語彙が使われるべき場面

を考えて使い分けることが

できる。 

小テスト 小テスト  

シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ 

テキストと音声に沿っ

て、会話文を声に出す会

話練習を行う。ネイティ

ブのイントネーションに

気を付けて聞く力を鍛え

る。 

b:聞き取った言葉を正確に発

音することができる。会話の

内容を理解できている。 

c:集中して聞き取り、声を出

して取り組んでいる。 

 口 頭 質

問 

授 業 態

度 

二
学
期 

デ
ィ
ク
テ
ー
シ
ョ
ン 

やさしい日本語で書か

れたニュースを聞き取

り、書き写す。正確に聞

き取る力と正しく記述

する力を鍛える。 

a:聞き取った言葉を文字で

正しく表記できる。 

b:聞き取った言葉を理解し、

内容を把握できる。 

c:集中して書き取りに取り

組み、間違えた個所の改善を

試みている。 

ワーク

シート 

口頭質

問 

授 業 態

度 

文
法 

日本語の複雑な文法に

ついて、日常的に使用す

るものから学習してい

く。 

a:品詞や語順などの基本的

な知識を持っている。 

b:文法の仕組みを理解し、会

話等に応用できる。 

c:使用している日本語の表

現を見直し、より正しく改善

しようと取り組んでいる。 

小テス

ト 

 

ワーク

シート 

授 業 態

度 

三
学
期 

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

定められたテーマにつ

いての調べ学習を行い、

それについてのディス

カッションを行うこと

で、実践的な会話の力を

身につける。 

a.言葉を正確に選択し使う

ことができる。 

b.状況に応じて話す内容を

考えて発言につなげている。 

c.意欲的に準備や議論に取

り組んでいる。 

ワーク

シート 

発言内

容 

ワーク

シート 

発言内

容 

授 業 態

度 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


